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  「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
さ
な
い
人
と
向
き
合
う
た
め
に
、
抱
え
込
ま
ず
、
地
域
や
周
囲
と
つ
な
が
り
を
」

�

民
間
相
談
機
関
連
絡
協
議
会
会
長
／
東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
所
長
　
山
崎
　
美
貴
子

　

私
た
ち
の
暮
し
は
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
大
き
な
変
化
を

強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
様
々
な
制
限
も
加
え
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
特
に
人
と
の
つ
な
が
り
方
に
変
化
が
生
じ
て
お
り
ま
す
。

直
接
人
と
会
合
を
持
つ
こ
と
が
困
難
に
な
り
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
病
院
に
入
院
し
た
家
族
と
の
面
会
は
大
き
く
制

限
さ
れ
、
危
篤
の
知
ら
せ
を
受
け
て
も
看
取
る
こ
と
も
で
き

ず
に
霊
安
室
で
よ
う
や
く
対
面
す
る
と
い
う
話
も
聞
き
ま
す
。

施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
方
々
に
も

面
会
の
制
限
が
加
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
訪
問
を
重
ね
て
い
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
直
接
交
流
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
し

た
。「
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
継
続
的
な
訪
問
も
中
断
し
、

か
な
り
回
数
を
減
ら
し
て
電
話
で
活
動
を
さ
れ
て
い
る
と
い

う
お
話
も
あ
り
ま
し
た
。

　

相
談
者
か
ら
深
刻
な
課
題
に
つ
い
て
の
相
談
を
持
ち
込
ま

れ
て
も
、
今
ま
で
の
様
な
直
接
面
談
が
難
し
い
状
況
で
様
々

な
工
夫
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
が
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
に
あ
っ
て
、
孤
立
し
て
い
る
若
い
女
性
た
ち
の
相
談
が

増
え
て
き
て
お
り
ま
す
。
ま
た
自
殺
者
の
数
も
、
若
年
女
性

に
増
加
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。
こ
の
年
代
の
人
々
に
ア
プ

ロ
ー
チ
で
き
る
新
た
な
方
法
と
し
て
、
ス
マ
ホ
を
用
い
た
相

談
が
飛
躍
的
に
増
え
て
お
り
、
大
き
な
効
果
を
上
げ
て
き
て

お
り
ま
す
。
個
別
の
相
談
だ
け
で
な
く
、「
も
や
も
や
ル
ー

ム
」
な
ど
を
立
ち
上
げ
、
そ
こ
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
だ
け
で
な

く
、
複
数
で
悩
み
を
語
り
合
う
場
を
構
成
し
て
当
事
者
同
士

が
気
持
ち
を
語
り
合
う
な
ど
の
方
法
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
ツ
ー
ル
に
な
じ
み
に
く
い
人
も
少
な
く
な
い
為
に
、

特
定
の
人
、
年
代
に
限
定
さ
れ
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
が
、

匿
名
性
を
担
保
で
き
る
こ
と
か
ら
広
が
り
を
見
せ
始
め
て
お

り
、
様
々
な
工
夫
が
重
ね
ら
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
下
に
あ
っ
て
大
変
懸
念
さ
れ
る
の
は
、
一

人
暮
ら
し
の
人
々
が
増
え
続
け
て
い
る
こ
と
、そ
う
し
た
人
々

の
中
で
、
誰
と
も
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
い
人
々

の
増
加
傾
向
に
つ
い
て
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
直
面
す
る
前
か

ら
、
こ
の
問
題
は
大
き
な
課
題
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ

て
、
さ
ら
に
、
深
刻
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
因
み
に
、
厚
生

労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
一
人
暮
ら
し
世
帯
、
ひ
と
り
親

世
帯
が
増
加
し
、
家
族
の
規
模
は
縮
小
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

未
婚
の
割
合
も
増
え
、
２
０
２
５
年
以
降
50
歳
以
降
の
未
婚

の
割
合
は
２
０
３
０
年
に
は
男
性
で
28
％
、
女
性
で
19
％
の

見
込
み
、
単
身
世
帯
は
２
０
４
０
年
に
は
４
割
に
達
す
る
と

推
計
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
２
０
２
５
年
以
降
は
「
高
齢
者
の

急
増
」
か
ら
「
現
役
世
代
の
急
減
」
の
問
題
が
注
目
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
人
口
構
成
、
世
帯
構
成
の
面
か
ら
見
る
と
、
今

後
ひ
と
り
暮
ら
し
の
傾
向
が
進
む
と
予
測
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
人
と
人
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
が

一
段
と
す
す
ん
で
き
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま

え
て
、
本
年
３
月
に
、
本
連
絡
協
議
会
は
研
修
会
に
講
師
と

し
て
国
立
精
神
・
神
経
セ
ン
タ
ー
精
神
保
健
研
究
所
薬
物
依

存
研
究
部
長
の
松
本
俊
彦
先
生
を
お
招
き
し
ま
し
た
。
講
演

の
内
容
は
本
誌
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
地
域
で
い
わ
ゆ

る
「
ひ
き
こ
も
り
」
と
い
わ
れ
る
社
会
的
孤
立
状
態
に
あ
る

人
び
と
の
背
景
の
多
様
性
や
多
様
な
支
援
を
具
体
的
に
提
示

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
先
生
の
ご
著
書
の
一
つ
に
「『
助
け
て
』

が
言
え
な
い 

Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
さ
な
い
人
に
支
援
者
は
何
が
で

き
る
か
」
が
あ
り
ま
す
。
何
度
か
声
掛
け
、
訪
問
し
て
も
心

の
扉
が
あ
か
な
い
、
ド
ア
を
開
け
て
頂
け
な
い
利
用
者
さ
ん

に
直
面
し
た
相
談
員
、
支
援
者
は
少
な
く
な
い
と
推
察
し
ま

す
。
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
一
人
閉
じ
こ
も
っ
て
お
ら
れ
「
助
け

て
」
と
声
を
出
せ
な
い
ひ
と
が
い
ま
す
。
様
々
な
課
題
を
抱

え
て
い
て
困
難
な
状
態
に
あ
っ
て
も
、そ
の
よ
う
な
人
は「
声

を
出
せ
な
い
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
発
信
し
な
い
」
と
こ
ろ
に
特
徴
が

あ
り
、
地
域
で
ひ
っ
そ
り
と
つ
な
が
り
を
持
た
ず
に
暮
ら
し

て
い
る
為
に
発
見
が
難
し
い
と
こ
ろ
に
課
題
が
あ
り
ま
す
。

今
、
相
談
員
、
支
援
者
が
受
け
て
い
る
大
き
な
挑
戦
で
も
あ

り
ま
す
。

　

生
き
る
希
望
を
失
い
か
け
て
い
る
、
ひ
た
す
ら
死
に
た
い

と
願
っ
て
い
る
人
、
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
な
い
子
ど

も
た
ち
が
い
ま
す
。
よ
う
や
く
発
見
で
き
て
も
介
入
が
で
き

な
い
。
家
庭
内
で
虐
待
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
近
隣
の
通
報

で
発
見
で
き
て
も
、
介
入
が
で
き
な
い
場
合
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
多
く
は
地
域
で
気
づ
か
れ
な
い
、
発
見
で
き
な
い

で
お
り
ま
す
。
発
見
さ
れ
、「
助
け
て
と
言
わ
な
い
と
だ
め

で
す
。
困
っ
た
時
に
は
是
非
助
け
て
と
言
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
声
を
か
け
て
も
届
か
な
い
場
合
が
多
い
と
思
い
ま
す
。「
助

け
て
と
言
わ
せ
る
こ
と
の
違
和
感
」
と
松
本
先
生
は
表
現
さ

れ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、「
援
助
希
求
」
が
難
し
い
人
に
対
す

る
感
度
を
高
め
る
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
悩
ん
だ
ら
相
談
し
て
ね
」
と
い
う
言
葉
の
空
虚
感
を
味
わ

い
尽
く
し
、
支
援
者
自
身
が
「
助
け
て
」
と
言
え
て
い
る
か
、

失
敗
や
弱
さ
を
さ
ら
け
出
し
て
、
支
援
者
自
身
、
相
談
員
自

身
が
抱
え
込
ま
な
い
で
、
地
域
に
働
き
か
け
、
地
域
の
力
を

掘
り
起
こ
し
、
周
り
に
依
存
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
が

問
わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
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★
第
24
回
定
期
総
会

　

日
時
：
２
０
２
０
年
７
月

　

場
所
：
東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　

第
１
号
議
案
： 

２
０
１
９
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
収
支
決

算
を
承
認

　

第
２
号
議
案
：
監
査
報
告

　

第
３
号
議
案
： 

２
０
２
０
年
度
事
業
計
画
（
案
）
お
よ
び

収
支
予
算
（
案
）
を
承
認

　

第
４
号
議
案
：
会
員
入
退
会

　

第
５
号
議
案
：
そ
の
他

　

 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
た
め
、
基
調
講
演
は
開
催
せ
ず
、

総
会
は
紙
面
表
決
と
し
ま
し
た
。

★
相
談
員
研
修
会
の
開
催

　

日
時
：
２
０
２
０
年
11
月
２
日

　

場
所
：
東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
方
式

　

 「
困
り
ご
と
を
抱
え
て
い
る
人
へ
の
開
か
れ
た
会
話
に
よ
る
支

援
～
オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
と
い
う
支
援
を
知
ろ
う
～
」

　

講
師
：
森
川　

す
い
め
い
氏　

精
神
科
医　

鍼
灸
師

　
　
　
　

 （
医
療
法
人
社
団　

翠
会　

み
ど
り
の
杜
ク
リ

ニ
ッ
ク
院
長
）

　
民
間
相
談
機
関
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
２
０
２
０
年
度
活
動
の
報
告

★
第
33
回
都
内
相
談
機
関
研
究
協
議
会

　

日
時
：
２
０
２
１
年
３
月
26
日

　

場
所
：
東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　
「
今
あ
ら
た
め
て
『
依
存
』
を
知
ろ
う
」

　

講
師
：
松
本　

俊
彦
氏　

精
神
科
医

　
　
　
　

 （
国
立
研
究
開
発
法
人　

国
立
精
神
・
神
経
医
療

研
究
セ
ン
タ
ー 

精
神
保
健
研
究
所 

薬
物
依
存
研

究
部 

部
長　

兼
任　

薬
物
依
存
症
セ
ン
タ
ー 

セ

ン
タ
ー
長
）

★
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

２
０
２
０
年
11
月　

16
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

★
仲
間
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う

　

民
相
連
は
、
会
員
団
体
の
会
費
収
入
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

相
談
活
動
を
し
て
い
る
団
体
ど
う
し
が
よ
り
つ
な
が
り
あ

い
高
め
あ
っ
て
い
け
る
よ
う
に
、
新
た
な
仲
間
を
迎
え
る
た

め
に
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
お
知
り
合
い
の
団
体
へ
の

入
会
の
お
誘
い
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※ 

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
部
数
が
必
要
な
場
合
に
は
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※ 

現
在
の
会
員
加
入
団
体
は
、
民
相
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

★
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
と
配
布

　

２
０
２
０
年
11
月

 

162-0823 
1-1 
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★
第
25
回
定
期
総
会

　

日
時
：
２
０
２
１
年
７
月
17
日
（
土
）

　

場
所
：
東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
方
式
で
開
催

　

第
１
号
議
案
： 

２
０
２
０
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
収
支
決

算
を
承
認

　

第
２
号
議
案
：
監
査
報
告

　

第
３
号
議
案
： 

２
０
２
１
事
業
計
画
（
案
）
お
よ
び
収
支

予
算
（
案
）
を
承
認

　

第
４
号
議
案
：
会
員
入
退
会

　

第
５
号
議
案
：
そ
の
他

★
第
25
回
定
期
総
会　
基
調
講
演

　

日
時
：
２
０
２
１
年
７
月
17
日
（
土
）

　

場
所
：
東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
方
式
で
開
催

　
「
日
本
に
暮
ら
す
外
国
ル
ー
ツ
の
方
々
の
困
難

　

～
共
に
生
き
る
相
談
と
実
践
」

　

講
師
： 

田
中
宝
紀
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
青
少
年
自
立
援
助
セ

ン
タ
ー
定
住
外
国
人
支
援
事
業
部
責
任
者
）

　
　
　
　

 

石
河
久
美
子
氏
（
日
本
福
祉
大
学
社
会
福
祉
学
部

教
授
）

　
民
間
相
談
機
関
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
２
０
２
１
年
度
活
動
計
画

★
２
０
２
１
年
度　
活
動
予
定

　

相
談
員
研
修
会

　
　
　

日
時
：
２
０
２
１
年
11
月
23
日
（
火
・
祝
日
）

　
　
　
　
　
　

13
：
00
～
15
：
00　

講
演
会

　
　
　
　
　
　

15
：
15
～
16
：
45　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
　
　

場
所
：
東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

 

会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
方
式

で
開
催

　
　
　
「
ひ
き
こ
も
り
８
０
５
０
問
題
を
考
え
る

　
　
　

 　

～
多
職
種
連
携
を
中
心
に
し
て
～
」

　
　
　

講
師
： 

池
田　

正
樹
氏
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
Ｋ
Ｈ
Ｊ
全
国
ひ
き
こ
も
り
連
絡
会
連

合
会
広
報
担
当
理
事
）

　
　
　

 　

20
年
以
上
に
わ
た
り
、
ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て
取

材
し
て
き
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
池
上
正
樹
氏
を
講

師
に
招
聘
し
、
80
―
50
問
題
の
課
題
と
対
応
に
つ
い

て
学
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

都
内
相
談
機
関
研
究
協
議
会

　
　
　

２
０
２
２
年
２
月
か
３
月
に
開
催
予
定

　

機
関
誌
「
そ
う
だ
ん
」
の
発
行

　

相
談
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
仮
）
作
成
発
行

　

出
展　

東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
主
催

　
　
　
　

ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
満
点
市
場
」

２
０
２
１
年
度
民
間
相
談
機
関
連
絡
協
議
会
幹
事
一
覧

幹　　事

（
会　

長
）

山
崎
美
貴
子
東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

（
事
務
局
）

西
岡
由
香
里

個
人
会
員

中
尾　

好
子

公
益
財
団
法
人
東
京
カ
リ
タ
ス
の
家

鶴
田　

桃
エ

日
本
ア
ノ
レ
キ
シ
ア
・
ブ
リ
ミ
ア

協
会
（
Ｎ
Ａ
Ｂ
Ａ
）

高
橋　

直
樹

日
本
ア
ノ
レ
キ
シ
ア
・
ブ
リ
ミ
ア

協
会
（
Ｎ
Ａ
Ｂ
Ａ
）

鈴
木　

惠
理

個
人
会
員

小
林　

良
子

一
般
財
団
法
人　

社
会
支
援
ネ
ッ

ト
・
早
稲
田
す
ぱ
い
く

是
常　

景
子

公
益
財
団
法
人　

東
京
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

シ
ニ
ア
ダ
イ
ヤ
ル

小
椚　

陽
子

公
益
財
団
法
人　

東
京
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

シ
ニ
ア
ダ
イ
ヤ
ル

常
名
さ
と
み

公
益
財
団
法
人　

東
京
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

シ
ニ
ア
ダ
イ
ヤ
ル

市
川　

乙
充

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

楽
の
会
リ
ー
ラ

加
藤　

和
江

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

楽
の
会
リ
ー
ラ

篠
原　
　

恵

板
橋
区
社
会
福
祉
士
会

熊
谷　

紀
良

東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

佐
藤　

新
哉

東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

監　事

森
下　

慎
一

一
般
社
団
法
人　

仏
教
情
報
セ
ン
タ
ー

中
山　

牧
子

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

有
終
支
援
い
の
ち

の
山
彦
電
話
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第22回 　民間相談機関連絡協議会　相談員研修会

困りごとを抱えている人への� �
開かれた対話による支援
～オープンダイアローグという支援を知ろう～

2020年11月２日
講師：森川　すいめいさん（精神科医　鍼灸師、オープンダイアローグ国際トレーナー）

※ 

本
稿
は
２
０
２
０
年
11
月
２
日
の
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
に
よ

る
も
の
を
ま
と
め
直
し
た
も
の
で
す
。

オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
と
は
何
か
？

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
北
西
部
、
西
ラ
ッ
プ
ラ
ン
ド
の
精
神
医

療
の
現
場
、
ケ
ロ
プ
ダ
ス
病
院
で
、
１
９
８
４
年
８
月
27
日

に
「
オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
」
と
い
う
取
り
組
み
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　
「
オ
ー
プ
ン
」
と
は
開
か
れ
た
、「
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
」
と
は

対
話
、
と
い
う
意
味
で
す
。

　

そ
れ
ま
で
、
話
を
聞
い
て
も
ら
え
な
か
っ
た
、
意
思
決
定

の
蚊
帳
の
外
に
置
か
れ
て
い
た
精
神
面
の
困
難
を
抱
え
る
人

た
ち
へ
の
支
援
が
大
き
く
変
わ
っ
た
日
で
し
た
。
す
べ
て
の

意
思
決
定
は
本
人
た
ち
の
い
る
と
こ
ろ
で
対
話
的
に
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
か
ら
後
に
行
わ
れ
た
２
年
間

の
調
査
研
究
に
よ
る
と
、
幻
覚
妄
想
状
態
に
あ
っ
た
人
の
８

割
の
人
が
寛
解
し
フ
ル
タ
イ
ム
の
就
労
や
就
学
に
つ
き
、
抗

精
神
病
薬
を
内
服
し
続
け
て
い
る
人
は
20
％
で
し
た
。
こ
の

調
査
は
２
０
１
５
年
ま
で
続
け
ら
れ
、
現
在
も
同
水
準
の
結

果
を
得
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
幻
覚
妄
想
状
態
に
な
っ
た
人
の
ほ
と
ん
ど
の

人
が
薬
を
飲
み
続
け
、
就
労
や
就
学
に
復
帰
し
た
人
は
と
て

も
少
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
す
し
、
世
界
中
を
見
回
し
て

も
、
こ
こ
ま
で
の
回
復
に
至
っ
た
例
は
、
こ
れ
ま
で
発
表
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

い
っ
た
い
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
？

　

こ
の
現
状
を
知
ろ
う
と
、
世
界
中
の
人
た
ち
が
、
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
の
北
西
部
へ
見
学
に
行
き
ま
し
た
。

　

世
界
中
の
人
の
目
が
入
っ
た
の
で
、
こ
の
成
果
が
偽
物
で

あ
れ
ば
す
ぐ
に
分
か
る
は
ず
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
現
地
を
訪
れ
た
人
た
ち
は
皆
、
こ
の
結
果
を

当
然
の
こ
と
と
し
て
受
け
止
め
ま
し
た
。

　

そ
し
て
現
在
は
、
北
欧
諸
国
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、

イ
タ
リ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
そ
し
て
日
本
な
ど
の
各
地

で
、
オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
を
学
ぶ
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
が
展
開
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

つ
い
に
、
２
０
２
１
年
６
月
、Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
構
）

は
オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
を
グ
ッ
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
と
し

て
紹
介
し
ま
し
た
。

　

私
は
、
２
０
１
５
年
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
現
場
に
行
き
、

同
じ
よ
う
に
、
こ
の
結
果
は
当
然
の
こ
と
と
感
じ
ま
し
た
。

そ
し
て
同
年
９
月
に
オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
の
実
践
を

小
さ
な
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
開
始
し
ま
し
た
。
２
０
１
７
年
か

ら
オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
開
始
し

２
０
２
０
年
２
月
に
国
際
ト
レ
ー
ナ
ー
の
資
格
を
得
ま
し
た

（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国
家
資
格
）。

そ
れ
に
し
て
も
、
ど
う
し
て
こ
こ
ま
で
、
今
ま
で
の
精
神
医

療
の
ス
タ
イ
ル
で
は
助
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
た
ち
が
回
復
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
れ
ま
で
の
精
神
医
療
は
、「
診
断
面
接
」
と
「
治
療
面
接
」
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が
中
心
で
し
た
。
診
断
す
る
こ
と
を
目
的
に
医
療
者
は
患
者

の
言
葉
や
症
状
を
見
て
、
診
断
が
確
定
す
る
と
、
そ
の
後
は

治
療
の
た
め
の
面
接
が
行
わ
れ
ま
す
。
治
療
の
中
心
は
薬
物

療
法
で
し
た
。

　

オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
で
は
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
対

話
が
中
心
に
置
か
れ
ま
す
。
診
断
の
た
め
の
話
を
聞
く
の
で

は
な
く
、
医
療
職
た
ち
の
い
る
場
で
、
困
り
ご
と
を
抱
え
て

い
る
本
人
や
ご
家
族
た
ち
と
一
堂
に
会
し
て
、
そ
の
と
き
に

話
し
た
い
と
思
う
こ
と
を
対
話
的
に
話
し
ま
す
。
医
療
職
た

ち
は
、
対
話
の
場
が
対
話
的
に
な
る
よ
う
に
助
け
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
医
療
は
、
困
り
ご
と
が
起
こ
っ
て
、
追
い
詰

め
ら
れ
て
、
妄
想
や
抑
う
つ
な
ど
の
精
神
病
状
が
起
こ
っ
た
、

そ
の
結
果
と
し
て
の
症
状
に
対
し
て
診
断
し
治
療
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
困
り
ご
と
そ
の
も
の
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

は
ほ
と
ん
ど
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
の
取
り
組
み
で
は
む
し
ろ
、
結

果
と
し
て
の
症
状
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
い
っ
た
ん
脇
に
置
い

て
、
困
り
ご
と
そ
の
も
の
を
主
題
と
し
て
対
話
し
ま
す
。
ど

う
し
て
「
監
視
さ
れ
て
い
る
」「
集
団
に
狙
わ
れ
て
い
る
」

と
思
う
よ
う
に
至
っ
た
の
か
。「
統
合
失
調
症
」
と
診
断
を

し
て
薬
を
出
す
の
で
は
な
く
、
そ
の
背
景
を
聞
き
な
が
ら
対

話
を
重
ね
ま
す
。

　

す
る
と
案
外
そ
こ
に
は
、
家
族
関
係
、
学
校
や
仕
事
で
の

人
間
関
係
な
ど
が
複
雑
に
絡
ん
で
い
く
こ
と
が
見
え
て
き
ま

す
。
対
話
は
、
こ
の
絡
み
合
っ
た
こ
と
を
少
し
ず
つ
ほ
ぐ
し

て
い
く
こ
と
の
助
け
に
な
り
ま
す
。

　

困
り
ご
と
に
統
合
失
調
症
と
名
前
を
つ
け
て
し
ま
え
ば
、

す
べ
て
は
「
症
状
だ
か
ら
」「
薬
を
飲
み
な
さ
い
」
と
な
り

ま
す
が
、
困
り
ご
と
が
親
子
の
関
係
性
に
起
因
す
る
も
の
で

あ
れ
ば
、
そ
の
こ
と
を
も
と
に
対
話
す
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

す
る
と
そ
れ
ま
で
親
は
子
ど
も
に
（
子
ど
も
が
発
病
し
た
場

合
）、
病
院
に
行
っ
た
か
、
薬
を
飲
ん
だ
か
を
心
配
す
る
だ

け
で
な
く
て
、
子
ど
も
が
ど
う
し
て
困
難
に
至
っ
た
の
か
に

関
心
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
親
子
の
間
に

あ
っ
た
問
題
が
解
消
さ
れ
る
よ
う
に
両
者
が
動
く
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

妄
想
に
至
っ
た
背
景
そ
の
も
の
が
緩
和
さ
れ
て
い
っ
た
な

ら
ば
、
結
果
と
し
て
の
症
状
が
出
現
し
な
く
な
る
と
い
う
の

は
自
然
の
こ
と
で
す
。
問
題
は
変
わ
ら
な
い
ま
ま
薬
を
飲
む

だ
け
と
な
る
の
か
、
問
題
が
解
消
さ
れ
た
中
で
生
活
で
き
る

の
か
、
そ
の
安
心
感
、
人
生
の
展
開
は
ま
っ
た
く
異
な
る
も

の
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
う
は
い
っ
て
も
、
そ
ん
な
こ
と
が
本
当
に
起
こ
る
の

か
？　

考
え
は
分
か
る
け
れ
ど
も
実
際
に
幻
覚
が
消
失
す
る

な
ど
考
え
ら
れ
な
い
、
と
思
う
方
も
少
な
く
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

し
か
し
現
在
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
そ
の
実
践
が
行
わ
れ
、

そ
し
て
成
果
が
出
て
い
ま
す
。
一
時
期
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の

中
で
も
、
西
ラ
ッ
プ
ラ
ン
ド
の
小
さ
な
病
院
の
取
り
組
み
程

度
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
、
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
の
専
門
職
た
ち
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
国
家

資
格
を
取
得
す
る
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
必
ず
オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア

ロ
ー
グ
を
学
び
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
を
実
践
す

る
病
院
も
い
く
つ
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
今
、
日
本
で
も
そ
の
取
り
組
み
が
少
し
ず
つ
始

ま
っ
て
い
て
、
実
際
の
成
果
を
得
て
い
る
ケ
ー
ス
が
報
告
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
は
何
を
し
た
の
か
？
４
つ
の
視
点

　

こ
こ
で
は
オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
実
践
に
お
い
て
大
切

に
さ
れ
て
い
る
部
分
を
４
つ
に
分
け
て
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
は
次
の
４
つ
で
す
。

①　

二
つ
の
大
切
な
こ
と
を
決
め
た

②　

対
話
の
場
を
作
っ
た

③　

対
話
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
た

④　

病
院
を
含
め
た
支
援
シ
ス
テ
ム
を
変
革
し
た

①　

二
つ
の
大
切
な
こ
と
を
決
め
た

　

そ
れ
ま
で
、
患
者
の
話
を
十
分
に
聞
か
ず
に
症
状
を
見
て

治
療
方
針
を
決
め
て
い
た
、
そ
の
一
般
的
な
精
神
医
療
の
流

れ
に
ケ
ロ
プ
ダ
ス
病
院
は
Ｎ
Ｏ
と
態
度
を
表
明
し
ま
し
た
。

患
者
と
対
話
を
す
る
こ
と
を
決
め
た
の
で
す
。
こ
の
と
き
大

き
な
２
つ
の
意
思
決
定
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
そ
の
人
の

い
な
い
と
こ
ろ
で
そ
の
人
の
話
を
し
な
い
」「
１
対
１
で
会

わ
な
い
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

⑴　
「
そ
の
人
の
い
な
い
と
こ
ろ
で
そ
の
人
の
話
を
し
な
い
」

　

こ
れ
は
す
べ
て
の
こ
と
が
、
本
人
た
ち
い
る
場
で
、
本
人

た
ち
と
対
話
的
に
話
さ
れ
、
本
人
た
ち
が
意
思
決
定
を
す
る

こ
と
を
完
全
に
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
本
人
の
い
な
い
と
こ
ろ
で
話
さ
れ
る
専
門

職
だ
け
の
会
話
と
い
う
も
の
の
ほ
と
ん
ど
が
、
ま
っ
た
く
現

実
と
違
う
、
た
だ
解
釈
だ
け
が
進
む
の
み
と
い
う
こ
と
へ
の

気
づ
き
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
考
え
て
み
れ
ば
当
た
り
前

の
こ
と
で
す
が
、
そ
の
当
り
前
に
そ
れ
ま
で
は
気
づ
か
ず
に
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支
援
の
計
画
が
立
て
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
と
い
う
わ
け
で

す
。

　

支
援
者
だ
け
で
話
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
の
展
開
は
と

て
も
早
く
な
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
速
度
が
速
ま
っ
た
と
し

て
も
、
本
当
の
助
け
に
な
る
ア
イ
デ
ア
に
至
る
こ
と
は
滅
多

に
あ
り
ま
せ
ん
。
大
切
な
こ
と
は
、
じ
っ
く
り
、
ゆ
っ
く
り
、

行
き
つ
戻
り
つ
し
な
が
ら
、
移
り
行
く
本
人
た
ち
の
気
持
ち

を
聞
き
な
が
ら
、
本
人
や
家
族
の
い
る
と
こ
ろ
で
、
物
事
が

進
む
ほ
う
が
い
い
の
で
す
。

⑵　
「
１
対
１
で
会
わ
な
い
」

　

こ
こ
に
は
い
く
つ
も
の
意
味
が
あ
り
ま
す
が
、
大
き
く
は

２
つ
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
は
、
他
者
が
関
係
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

本
人
の
困
り
ご
と
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
は
他
者
が
関
係

し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
そ
の
困
り
ご
と
を
抱
え
る
一
人
だ
け

を
取
り
出
し
て
、
そ
の
人
の
症
状
だ
け
に
治
療
を
し
て
も
、

状
況
は
よ
く
な
り
ま
せ
ん
。
関
係
す
る
当
事
者
同
士
で
対
話

し
な
け
れ
ば
、
問
題
が
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う

考
え
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
医
療
職
と
の
上
下
関
係
を
な
く
す
る
試
み

で
す
。

　

患
者
と
医
師
が
１
対
１
で
会
う
の
は
、
生
徒
と
先
生
の
よ

う
な
関
係
に
な
り
が
ち
で
、
上
下
関
係
が
で
き
や
す
い
構
造

と
言
え
ま
す
。
す
る
と
患
者
は
言
い
た
い
こ
と
が
言
え
ず
、

医
師
は
聞
き
た
い
こ
と
が
聞
こ
え
な
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
意
思
決
定
は
な
ん
だ
か
ん
だ
い
っ
て
医
師
が
行
う
こ
と

に
な
り
が
ち
で
す
。
そ
こ
で
ケ
ロ
プ
ダ
ス
病
院
で
は
、
医
療

職
は
２
名
以
上
に
す
る
と
い
う
ル
ー
ル
を
決
め
ま
し
た
。
医

療
職
２
名
は
異
な
る
意
見
を
持
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

事
前
に
集
ま
っ
て
医
療
職
だ
け
で
意
思
統
一
を
し
て
対
話
の

場
に
挑
む
と
い
う
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
は
１
対
１
で

会
う
こ
と
と
何
ら
変
わ
り
ま
せ
ん
。
事
前
に
打
ち
合
わ
せ
を

せ
ず
に
、
対
話
の
場
に
挑
み
、
そ
し
て
互
い
に
思
っ
た
こ
と

を
そ
の
場
で
話
し
ま
す
。
互
い
に
別
々
の
人
間
で
す
か
ら
、

同
じ
こ
と
を
考
え
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
正
し
そ

う
だ
と
思
う
こ
と
の
意
見
も
異
な
り
ま
す
。
そ
の
異
な
り
が
、

患
者
と
医
療
職
の
上
下
関
係
を
解
消
す
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

②　

対
話
の
場
を
作
っ
た

　

ケ
ロ
プ
ダ
ス
病
院
が
次
に
行
っ
た
こ
と
は
、
困
り
ご
と
を

抱
え
る
人
と
、
そ
の
関
係
す
る
人
た
ち
、
そ
し
て
医
療
職
た

ち
が
一
堂
に
会
し
て
、
対
話
の
場
を
作
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

何
が
正
し
い
か
、
誰
が
正
し
い
か
、
そ
ん
な
こ
と
を
意
思

決
定
す
る
た
め
で
は
な
く
て
、
何
が
起
こ
っ
て
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
が
何
を
考
え
て
い
て
、
ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
、
そ
の

こ
と
を
話
し
、
聞
き
、
相
互
に
理
解
し
合
え
る
場
を
作
り
ま

し
た
。

　

家
族
の
中
で
問
題
が
起
こ
っ
て
い
た
と
し
た
ら
、
家
族
だ

け
で
対
話
す
る
こ
と
は
と
て
も
難
し
い
こ
と
で
、
そ
の
場
に

は
第
３
者
が
い
た
ほ
う
が
い
い
で
し
ょ
う
。
対
話
を
促
進
す

る
第
３
者
の
役
割
を
ケ
ロ
プ
ダ
ス
病
院
の
ス
タ
ッ
フ
た
ち
は

担
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

同
時
に
対
話
の
場
に
い
る
専
門
職
た
ち
は
、
専
門
知
識
を

そ
の
場
に
出
す
こ
と
も
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
話

を
聞
く
の
と
同
時
に
、
専
門
職
が
持
つ
知
識
や
考
え
を
、
そ

の
対
話
の
場
に
置
き
ま
す
。

　

対
話
の
場
に
は
、
そ
の
場
に
参
加
す
る
す
べ
て
の
人
の
考

え
や
気
持
ち
、
知
識
や
ア
イ
デ
ア
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
し
て
、
互
い
の
理
解
や
助
け
に
な
る
ア
イ
デ
ア
が
、

例
え
ば
『
患
者
』
か
ら
出
さ
れ
た
ア
イ
デ
ア
が
家
族
の
困
り

ご
と
を
助
け
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
特
に
そ
の
問

題
に
困
っ
て
い
る
の
は
患
者
で
は
な
く
て
、
家
族
や
支
援
者

だ
っ
た
と
い
う
よ
う
な
と
き
で
す
。
一
人
で
は
ど
う
に
も
な

ら
な
か
っ
た
問
題
が
、
こ
の
よ
う
に
し
て
少
し
ず
つ
解
消
し

て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

ケ
ロ
プ
ダ
ス
病
院
は
、
こ
の
よ
う
な
対
話
の
場
を
作
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

③　

対
話
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
た

　

困
難
を
抱
え
る
人
た
ち
の
中
に
入
っ
て
い
っ
て
、
さ
あ
対

話
し
ま
し
ょ
う
、
と
言
っ
て
も
、
そ
う
簡
単
に
対
話
が
生
ま

れ
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。
簡
単
に
対
話
が
生
ま
れ
る
な

ら
ば
、
人
間
関
係
が
こ
じ
れ
た
と
し
て
も
す
ぐ
に
解
消
す
る

は
ず
で
す
。

　

ケ
ロ
プ
ダ
ス
病
院
の
ス
タ
ッ
フ
た
ち
は
、
困
難
が
あ
っ
て
、

対
話
が
で
き
な
く
な
っ
た
そ
の
場
所
に
出
掛
け
て
い
っ
て
、

そ
の
渦
中
の
中
で
対
話
す
る
こ
と
を
助
け
ま
す
。

　

だ
か
ら
ス
タ
ッ
フ
た
ち
は
、
３
年
以
上
の
対
話
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
対
話
を
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
そ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
自
分
の
物
語
を
仲
間
に
語
る
。
そ
の
語
り

の
場
は
対
話
の
場
で
、
オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
の
場
で
す
。

こ
れ
を
繰
り
返
し
ま
す
。
物
語
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
実
践

に
つ
い
て
、
そ
の
他
の
困
り
ご
と
に
つ
い
て
、
大
切
に
し
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
語
り
ま
す
。
対
話
の
こ
と
だ
け
で
な
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人
を
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
が
す
ご
い

　

オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
は
、
対
話
す
る
こ
と
そ
の
も
の

に
意
義
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の
対
話
の
場
の
活
動
を
実
装

さ
せ
る
た
め
の
ケ
ロ
プ
ダ
ス
病
院
の
シ
ス
テ
ム
作
り
も
注
目

す
べ
き
点
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー

グ
の
対
話
の
場
を
「
仕
組
み
」
と
い
う
視
点
で
見
て
み
る
と
、

『
と
て
も
質
の
高
い
ハ
ブ
』
に
も
見
え
ま
す
。
こ
こ
で
言
う

ハ
ブ
と
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
心
と
な
る
装
置
の
意
味
で
す
。

ケ
ロ
プ
ダ
ス
病
院
は
こ
れ
を
「
７
つ
の
原
則
」
と
し
て
ま
と

め
て
い
ま
す
。

　
「
即
時
支
援
」「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
あ
る
人
を
招
く
」「
柔

軟
か
つ
機
動
的
に
」「
責
任
／
責
務
」「
心
理
的
連
続
性
」「
不

確
実
な
こ
と
に
寄
り
添
う
」「
対
話
主
義
」
で
あ
る
（
※
本

来
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
を
森
川
な
り
に
意
訳
）。

　

７
つ
の
原
則
は
、
オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
に
よ
っ
て
困

難
を
抱
え
た
人
た
ち
が
助
か
っ
た
事
例
を
集
め
て
、
そ
の
理

由
を
質
的
に
研
究
し
、
こ
れ
を
７
つ
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

い
わ
ば
オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
が
よ
り
役
立
つ
た
め
の
原

則
と
も
言
え
ま
す
。

⑴　

即
時
支
援

　

困
っ
て
い
る
人
た
ち
が
ま
ず
は
ハ
ブ
に
連
絡
す
る
と
即
時

に
対
話
の
場
が
設
定
さ
れ
ま
す
。
で
き
る
だ
け
24
時
間
以
内

に
対
話
の
場
を
作
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ま
で
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、
精
神
医
療
に
か
か
る

ま
で
に
は
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
、
そ
こ
か
ら
紹
介
を
受

け
る
な
ど
し
て
３
か
月
以
上
の
月
日
が
必
要
で
し
た
。
ケ
ロ

プ
ダ
ス
病
院
は
、
直
接
病
院
に
電
話
が
で
き
る
よ
う
に
し
た

と
い
う
背
景
が
あ
り
ま
す
。

⑵　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
あ
る
人
を
招
く

　

本
人
の
抱
え
る
困
り
ご
と
は
、
必
ず
別
の
誰
か
が
関
わ
っ

て
い
ま
す
。
困
難
の
原
因
と
な
る
関
り
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、

困
難
を
助
け
て
く
れ
て
い
る
人
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
人

た
ち
と
一
堂
に
会
し
ま
す
。「
そ
の
人
の
い
な
い
と
こ
ろ
で

そ
の
人
の
話
を
し
な
い
」
と
い
う
の
は
、
何
も
精
神
症
状
を

も
つ
本
人
だ
け
の
こ
と
を
指
す
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
人

の
困
難
と
関
わ
る
の
が
両
親
で
あ
れ
ば
両
親
と
一
緒
に
対
話

し
ま
す
。
両
親
の
い
な
い
と
こ
ろ
で
両
親
の
話
を
し
な
い
と

い
う
わ
け
で
す
。

　

と
て
も
難
し
そ
う
な
試
み
で
す
し
、
実
際
に
難
し
い
よ
う

で
す
。
そ
れ
で
も
対
話
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
こ
と
を

守
ろ
う
と
す
る
行
動
に
よ
っ
て
こ
そ
意
義
が
高
ま
り
ま
す
。

⑶　

柔
軟
か
つ
機
動
的
に

　

困
り
ご
と
を
抱
え
て
い
る
人
た
ち
は
、
困
っ
て
い
る
た
め

に
な
か
な
か
病
院
に
来
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
ご
家
族
や
、
関
係
者
が
一
堂
に
会
す
る
の
も
難
し
か
っ
た

の
で
す
。
そ
こ
で
ケ
ロ
プ
ダ
ス
病
院
は
柔
軟
に
機
動
的
に
自

分
た
ち
の
シ
ス
テ
ム
を
変
え
て
い
き
ま
し
た
。
自
宅
に
訪
問

し
た
り
、
会
社
や
学
校
、
年
金
事
務
所
な
ど
で
対
話
の
場
を

開
い
た
の
で
す
。

　

制
度
や
病
院
に
合
わ
せ
て
も
ら
う
の
で
は
な
く
て
、
本
人

た
ち
に
病
院
を
合
わ
せ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

⑷　

責
任
／
責
務

　

相
談
を
受
け
た
専
門
職
た
ち
は
、
そ
の
人
を
助
け
る
責
任

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
責
任
意
識
を
し
っ
か
り
持
ち
続
け
る
こ

と
が
肝
要
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
24
時
間
以
内
に
会
う

く
、
精
神
医
療
、
心
理
療
法
、
家
族
療
法
、
制
度
の
こ
と
、

組
織
の
こ
と
、
研
究
、
調
査
な
ど
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
学
び
ま

す
。
様
々
な
知
識
を
経
験
、
そ
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ

た
人
と
な
っ
た
専
門
職
が
、
一
人
の
人
間
と
し
て
対
話
の
場

に
挑
む
、
そ
う
い
う
試
み
で
す
。

④　

病
院
を
含
め
た
支
援
シ
ス
テ
ム
を
変
革
し
た

　

困
り
ご
と
が
あ
っ
た
、
そ
の
結
果
の
症
状
。
そ
の
症
状
に

対
し
て
治
療
を
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
い
っ
た
ん
脇
に
置

い
て
、
困
り
ご
と
に
つ
い
て
対
話
す
る
。
そ
れ
が
オ
ー
プ
ン

ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
で
し
た
が
、
同
時
に
、
診
断
名
を
つ
け
る
こ

と
が
解
決
方
法
の
主
役
で
は
な
く
な
っ
た
た
め
、
様
々
な
支

援
ア
イ
デ
ア
が
必
要
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
や
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
り
、
聞
い
た
こ
と
が

な
か
っ
た
話
が
、
対
話
の
場
で
出
て
く
る
。
し
か
し
対
話
の

場
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
場
に
い
る
誰
に
も
ど
う
し
て

も
ア
イ
デ
ア
が
な
か
っ
た
な
ん
て
こ
と
は
し
ば
し
ば
あ
る
も

の
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
で
終
わ
り
に
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

こ
と
が
ど
う
な
っ
た
ら
い
い
の
か
を
学
び
、
相
談
し
、
一
緒

に
考
え
続
け
ま
し
た
。
そ
の
経
験
値
が
積
み
重
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。

　

ケ
ロ
プ
ダ
ス
病
院
の
オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
は
、
こ
の

よ
う
に
し
て
、
困
り
ご
と
に
ど
の
よ
う
な
助
け
が
必
要
か
を

見
出
し
、
実
践
し
続
け
た
、
そ
の
経
験
値
が
蓄
積
さ
れ
た
も

の
と
言
え
ま
す
。

　

次
の
項
目
で
、
そ
の
支
援
シ
ス
テ
ム
を
紹
介
し
ま
す
。
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こ
と
が
良
い
と
わ
か
っ
て
い
る
の
に
会
う
体
制
を
作
る
こ
と

が
で
き
な
い
、
だ
か
ら
し
か
た
が
な
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、

ど
う
し
た
ら
最
高
の
助
け
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
そ

の
責
務
が
あ
る
と
ス
タ
ッ
フ
た
ち
は
考
え
続
け
て
い
ま
す
。

⑸　

心
理
的
連
続
性

　

相
談
を
受
け
た
担
当
者
が
、
コ
ロ
コ
ロ
変
わ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
相
談
内
容
や
悩
み
事
を
、「
情
報
」
と
し
て
聞
き
、

そ
の
問
題
を
解
決
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
情
報
が
正

確
に
伝
わ
り
さ
え
れ
ば
担
当
者
が
変
わ
っ
て
も
い
い
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
人
を
支
援
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
た
は
支
援
を
受

け
る
に
あ
た
っ
て
、
一
度
で
は
う
ま
く
話
せ
な
か
っ
た
り
、

互
い
の
性
格
を
知
っ
た
り
、
情
報
紙
に
は
書
き
切
れ
な
い
背

景
を
互
い
に
知
っ
て
い
く
こ
と
、
そ
う
い
う
こ
と
全
部
を
含

め
て
相
談
を
受
け
話
を
じ
っ
く
り
聞
い
て
い
く
。
支
援
の
た

め
に
必
要
な
厳
選
さ
れ
た
情
報
だ
け
で
な
く
て
、
何
色
の
服

が
好
き
で
、
家
族
の
こ
と
を
ど
う
思
っ
て
い
て
、
人
生
の
価

値
は
何
だ
と
思
っ
て
い
て
、
ど
ん
な
仕
事
を
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
の
か
、
趣
味
は
何
で
、
ど
う
し
て
そ
の
車
を
乗
っ
て

い
た
の
か
。
そ
ん
な
紙
に
は
書
き
切
れ
な
い
た
く
さ
ん
の
こ

と
、
そ
の
思
い
の
背
景
を
、
話
を
聞
く
人
は
感
じ
て
い
き
ま

す
。
困
り
ご
と
が
あ
っ
た
そ
の
時
か
ら
ず
っ
と
、
そ
の
人
と

と
も
に
生
き
て
い
く
。

　

そ
の
よ
う
な
時
間
を
過
ご
し
て
初
め
て
、
信
頼
関
係
が
育

ま
れ
て
い
く
。
対
話
が
積
み
重
な
っ
た
か
ら
こ
そ
の
関
係
性

が
あ
る
わ
け
で
す
。

⑹　

不
確
実
な
こ
と
に
寄
り
添
う

　

困
難
な
こ
と
が
す
ぐ
に
解
決
す
る
よ
う
な
こ
と
は
滅
多
に

あ
り
ま
せ
ん
。
す
ぐ
に
解
決
す
る
な
ら
困
難
な
こ
と
で
は
な

い
の
だ
と
思
い
ま
す
。
幻
覚
が
あ
る
、
じ
ゃ
あ
薬
を
、
治
療

同
意
が
な
い
、
じ
ゃ
あ
入
院
を
、
子
ど
も
が
暴
れ
る
、
じ
ゃ

あ
警
察
を
、
な
ど
と
一
見
、
即
時
に
良
い
解
決
策
を
提
案
し

た
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
、
薬
を
飲
ん
だ

あ
と
も
人
生
が
続
き
、
強
制
入
院
が
終
わ
っ
た
後
も
家
族
と

の
生
活
は
続
き
、
警
察
が
介
入
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
後
も

家
族
の
関
係
性
は
続
く
。

　

支
援
者
は
強
力
な
解
決
策
を
即
時
に
選
択
し
が
ち
で
す
が
、

そ
れ
は
本
当
に
本
人
や
家
族
の
た
め
に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ

う
か
？
支
援
者
だ
け
が
解
決
策
に
飛
び
つ
い
て
、
解
決
策
が

実
行
さ
れ
た
ら
そ
の
場
か
ら
い
な
く
な
る
。
苦
悩
を
話
し
て

も
、
そ
れ
は
病
院
で
話
す
こ
と
で
は
な
い
か
ら
、
子
ど
も
の

暴
力
が
続
い
て
も
、
警
察
を
呼
ぶ
し
か
な
い
か
ら
、
と
言
っ

て
一
緒
に
悩
む
こ
と
を
や
め
て
し
ま
う
。

　

答
え
を
出
し
て
そ
の
場
に
留
ま
る
こ
と
を
や
め
て
し
ま
う

と
、
取
り
残
さ
れ
た
人
た
ち
は
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
。

　

支
援
者
だ
け
が
勝
手
に
答
え
を
出
さ
な
い
、
本
人
た
ち
が

本
当
に
助
か
っ
た
、
問
題
が
解
消
さ
れ
た
、
そ
の
答
え
を
自

分
た
ち
が
見
つ
け
る
ま
で
、
た
だ
た
だ
一
緒
に
悩
み
、
考
え
、

寄
り
添
う
、
そ
う
い
う
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
わ
け
で
す
。

⑺　

対
話
主
義

　

そ
し
て
こ
う
し
た
困
難
は
、
す
べ
て
対
話
的
に
話
さ
れ
て

い
き
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
が
目
指
す
と
こ
ろ

　

オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
は
何
の
た
め
に
行
わ
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
症
状
が
治
ま
る
た
め
で
し
ょ
う
か
？
そ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
は
、
対
話
す
る
こ
と
が
困
難
に

な
り
、
問
題
の
解
消
が
起
こ
ら
な
く
な
っ
た
場
に
行
っ
て
、

そ
の
困
難
を
一
緒
に
悩
み
寄
り
添
い
な
が
ら
、
そ
の
場
で
一

緒
に
対
話
し
て
い
く
、
そ
の
試
み
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

あ
え
て
オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
に
目
的
が
あ
る
の
だ
と

し
た
ら
、
そ
れ
は
対
話
を
続
け
る
こ
と
で
す
。

　

困
難
な
場
に
、
訓
練
を
受
け
た
専
門
職
た
ち
が
向
か
っ
て
、

そ
の
場
で
対
話
す
る
。
そ
の
後
で
何
が
起
こ
る
で
し
ょ
う
か
。

　

専
門
職
が
い
な
く
な
っ
た
ら
、
ま
た
同
じ
こ
と
が
起
こ
る

だ
け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
対
話
を
繰
り
返
し
て
い
く

こ
と
で
、
対
話
の
場
で
互
い
の
こ
と
を
よ
り
理
解
す
る
よ
う

に
な
る
と
、
専
門
職
が
い
な
く
な
っ
た
あ
と
で
も
、
家
族
た

ち
だ
け
で
、
ま
た
は
関
係
者
た
ち
だ
け
で
対
話
が
続
く
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

対
話
が
続
く
こ
と
で
、
問
題
は
解
消
し
て
い
く
こ
と
に
向

か
い
ま
す
。
す
ぐ
に
解
決
し
な
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
わ

け
で
、
そ
れ
が
人
生
と
い
う
も
の
で
あ
る
わ
け
で
、
だ
か
ら

対
話
が
続
い
て
い
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
の
目
的
と
は
、
対
話
が
続
く
こ

と
で
す
。
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第33回 　　
都内相談機関研究協議会

今あらためて「依存症」をしろう
人はなぜ依存症になるのか？
～回復のために必要なもの～
2021年３月26日

講師：松本　俊彦さん（�国立研究開発法人　国立精神・神経医療研究センター　精神保健
研究所薬物依存研究部　部長　薬物依存症センターセンター長）

■
依
存
症
に
な
る
人
は
意
思
が
弱
い
の
か

　

中
高
生
た
ち
は
６
年
間
、
毎
年
１
回
、
薬
乱
用
防
止
教
育

の
な
か
で
依
存
症
を
学
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
で
依
存
性
薬
物

が
も
た
ら
す
影
響
を
、「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」
と
い
う
言
葉

と
と
も
に
教
え
ら
れ
ま
す
。
薬
物
の
快
感
を
知
り
、
繰
り
返

し
摂
取
し
、
依
存
症
に
な
る
と
い
う
行
動
を
学
習
す
る
の
で

す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
依
存
症
に
な
る
こ
と
を
「
正
の
強

化
」
と
い
う
の
で
す
が
、
そ
れ
ゆ
え
、
最
初
の
１
回
目
を

「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」
と
言
わ
れ
る
わ
け
で
す
。
で
も
こ
れ

は
本
当
で
し
ょ
う
か
。
過
去
１
年
以
内
に
覚
せ
い
剤
を
や
っ

た
こ
と
が
あ
る
人
の
な
か
で
、
依
存
症
に
該
当
す
る
の
は
約

15
％
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
全
員
が
依
存
症
に
な
っ
て
い
る

わ
け
じ
ゃ
な
い
の
で
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
で
も
同
じ
で
す
。
昔

は
、
性
格
に
何
ら
か
の
偏
り
が
あ
る
人
が
依
存
症
に
な
り
や

す
い
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
が
、
依
存
症
当
事
者
の
性
格
検
査

か
ら
否
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
意
思
が
弱
い
人
も
よ
く

言
わ
れ
ま
し
た
。で
も
何
度
も
覚
せ
い
剤
を
使
っ
て
、捕
ま
っ

て
、
刑
務
所
入
っ
て
、
嫌
な
思
い
を
し
て
も
や
め
な
い
。
こ

れ
っ
て
と
て
も
意
思
が
強
く
な
い
で
す
か
。
こ
う
い
っ
た
理

由
で
は
説
明
が
つ
か
な
い
の
で
す
。
で
は
、
ど
ん
な
人
が
依

存
症
に
な
り
や
す
い
の
で
し
ょ
う
。

■
「
負
の
強
化
」
を
考
え
る

　

興
味
深
い
実
験
を
紹
介
し
ま
す
。
オ
ス
メ
ス
同
数
の
ネ
ズ

ミ
を
32
匹
用
意
し
て
、
ラ
ン
ダ
ム
に
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

け
ま
す
。
一
方
に
は
ネ
ズ
ミ
１
匹
ず
つ
間
仕
切
り
の
あ
る
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
な
い
檻
に
入
れ
、
孤
立
し
た

環
境
を
作
り
ま
す
。
ま
た
エ
サ
や
水
は
決
め
ら
れ
た
時
間
に

決
め
ら
れ
た
量
し
か
与
え
ず
、
息
苦
し
い
自
己
裁
量
の
き
か

な
い
場
所
を
作
り
ま
す
。
も
う
一
方
に
は
、
檻
よ
り
は
る
か

に
広
い
場
所
で
、
エ
サ
や
水
は
い
つ
で
も
欲
す
る
量
を
摂
取

で
き
る
よ
う
に
し
、
ガ
ラ
ク
タ
で
遊
べ
る
よ
う
な
楽
園
に
し

ま
す
。
巣
作
り
に
も
適
し
た
環
境
を
作
り
、
仲
間
や
、
交
尾

す
る
相
手
を
置
き
ま
す
。
こ
の
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
２
種
類

の
飲
み
物
を
与
え
ま
す
。
普
通
の
水
と
飲
み
や
す
く
砂
糖
シ

ロ
ッ
プ
を
混
ぜ
た
麻
薬
の
モ
ル
ヒ
ネ
入
り
の
水
で
す
。
57
日

間
観
察
し
て
、
ど
ち
ら
の
グ
ル
ー
プ
が
モ
ル
ヒ
ネ
を
好
む
の

か
と
い
う
実
験
で
す
。
結
果
は
前
者
の
16
匹
の
ネ
ズ
ミ
の
ほ

う
が
、
は
る
か
に
た
く
さ
ん
の
モ
ル
ヒ
ネ
水
を
吸
っ
た
の
で

す
。
一
方
、
後
者
の
ネ
ズ
ミ
は
15
匹
が
普
通
の
水
を
好
み
ま

し
た
。
こ
の
ネ
ズ
ミ
た
ち
に
と
っ
て
は
麻
薬
が
も
た
ら
す
快

感
よ
り
も
仲
間
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
イ
ン
タ
ラ
ク

シ
ョ
ン
の
ほ
う
が
興
味
深
か
っ
た
の
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、

人
間
の
場
合
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
に
な
る
気
が
す
る
の
で
す
。

孤
立
し
て
い
て
、
自
分
の
裁
量
が
利
か
な
い
息
苦
し
い
、
不

自
由
な
、
我
慢
を
強
い
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
や
状
況
に
い
る
、

今
現
在
、
居
心
地
が
悪
い
人
の
ほ
う
が
依
存
症
に
な
り
や
す

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
が
正
し
い
の
な

ら
ば
、
先
ほ
ど
述
べ
た
「
正
の
強
化
」
を
「
負
の
強
化
」
に

切
り
替
え
な
け
れ
ば
い
け
な
く
な
り
ま
す
。「
負
の
強
化
」は
、

「
正
の
強
化
」
が
薬
を
使
う
こ
と
で
め
く
る
め
く
快
感
が
手

に
入
る
と
い
う
も
の
に
対
し
、
薬
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
以

前
か
ら
悩
ん
で
い
た
痛
み
や
苦
し
み
が
一
時
的
に
軽
減
す
る
、

あ
る
い
は
消
え
る
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の
苦
痛
の
緩
和
が

ご
褒
美
と
な
っ
て
、
薬
物
を
摂
取
す
る
と
い
う
行
動
を
学
習

す
る
。「
負
の
強
化
」
の
ほ
う
が
「
正
の
強
化
」
よ
り
人
間

に
当
て
は
ま
る
気
が
し
ま
す
。
想
像
し
て
く
だ
さ
い
。
ど
ん

な
に
お
い
し
い
も
の
で
も
、
楽
し
い
も
の
で
も
、
気
持
ち
い

講 録演
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い
こ
と
で
も
、
そ
れ
が
毎
日
当
た
り
前
に
な
っ
た
ら
飽
き
る

と
思
い
ま
せ
ん
か
。
そ
れ
な
の
に
、
な
ぜ
一
部
の
人
が
あ
る

依
存
症
に
な
り
、
や
め
ら
れ
な
い
の
か
っ
て
い
う
と
、
そ
れ

は
「
負
の
強
化
」
で
あ
り
、
苦
痛
を
緩
和
す
る
た
め
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

た
と
え
ば
10
代
の
あ
る
市
販
薬
の
依
存
症
の
子
は
、
親
に

も
言
え
な
い
つ
ら
く
死
に
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
薬
で
和
ら

ぎ
ま
し
た
。
薬
を
使
っ
て
い
れ
ば
友
達
と
も
普
通
に
付
き
合

え
る
し
、
学
校
で
も
先
生
や
、
家
で
親
か
ら
心
配
さ
れ
る
こ

と
も
な
い
、
誰
に
も
心
配
を
か
け
ず
に
普
通
の
子
の
よ
う
に

生
き
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
ま
た
自
分
に
自
信
の
な

か
っ
た
人
が
、
薬
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
勉
強
や
仕
事
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
高
く
な
っ
て
、
他
人
か
ら
褒
め
ら
れ
る
、

あ
る
い
は
容
姿
に
自
身
の
な
か
っ
た
女
性
が
薬
に
よ
っ
て
食

欲
を
抑
え
、
痩
せ
る
こ
と
で
人
生
最
高
の
モ
テ
期
を
迎
え
る
。

今
ま
で
自
分
を
価
値
の
な
い
人
間
だ
と
思
っ
て
い
た
の
が
、

薬
を
使
う
こ
と
で
認
め
て
も
ら
え
て
手
放
せ
な
く
な
り
、
冴

え
な
い
過
去
に
戻
ら
な
い
た
め
に
も
使
い
続
け
ま
す
。

■
依
存
症
の
最
初
は
他
者
と
の
つ
な
が
り

　

依
存
の
過
程
で
の
最
初
の
強
化
は
、
必
ず
し
も
薬
理
作
用

で
は
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
お
酒
を
考
え
て
み
る
と
、
わ

た
し
た
ち
は
ア
ル
コ
ー
ル
そ
の
も
の
を
好
む
と
い
う
よ
り
、

お
酒
の
席
で
普
段
話
し
づ
ら
い
先
輩
や
上
司
と
胸
襟
を
開
い

て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
そ
の

関
係
性
が
昼
間
の
活
動
に
も
プ
ラ
ス
に
働
く
の
で
お
酒
を
好

ん
で
飲
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
つ
ま
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
の

第
一
歩
は
薬
理
作
用
で
は
な
く
人
と
の
つ
な
が
り
、
社
会
的

な
強
化
な
の
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
依
存
症
も
同
様
に
考
え

ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
家
庭
に
居
場
所
が
な
く
学
校
で
も
ず
っ

と
い
じ
め
ら
れ
、
家
に
も
学
校
に
も
い
た
く
な
い
子
た
ち
が

夜
の
街
で
自
分
と
似
た
よ
う
な
境
遇
の
子
と
出
会
い
ま
す
。

そ
し
て
、
初
め
て
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
話
せ
る
友
達
を
得

て
、
グ
ッ
と
絆
が
深
ま
り
、
さ
ら
に
絆
を
強
固
に
す
る
た
め

に
共
通
の
秘
密
を
持
と
う
と
し
ま
す
。
そ
し
て
仲
間
と
し
て

の
度
胸
を
試
す
の
で
す
。
か
つ
て
10
代
の
子
た
ち
が
よ
く

使
っ
て
い
た
シ
ン
ナ
ー
が
ま
さ
に
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
そ

の
仲
間
の
な
か
で
一
番
生
き
づ
ら
い
人
、
一
番
し
ん
ど
い
人

が
残
っ
た
シ
ン
ナ
ー
を
持
ち
帰
っ
て
１
人
で
や
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
ほ
か
の
人
に
邪
魔
さ
れ
ず
に
１
人
で
そ
の
世
界
に

没
頭
で
き
る
ほ
う
が
楽
し
く
な
り
、
つ
い
に
は
仲
間
も
裏
切

る
。
依
存
症
の
最
初
は
や
は
り
他
者
と
の
つ
な
が
り
が
発
端

で
す
。
女
性
の
依
存
症
の
方
は
、
結
婚
後
の
Ｄ
Ｖ
か
ら
逃
れ

る
た
め
や
子
ど
も
の
将
来
の
た
め
、
こ
の
つ
ら
い
環
境
や
関

係
を
耐
え
る
た
め
に
、
お
酒
や
市
販
薬
に
依
存
す
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
若
者
が
親
や
、
恋
人
、
友
達
と
の
関
係
を
続
け

る
た
め
に
依
存
す
る
の
も
同
様
で
す
。
そ
れ
か
ら
統
合
失
調

症
や
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害
、
発
達
障
害
、
あ
る
い
は

Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
で
か
つ
、
依
存
症
を
合
併
し
て
い
る
患
者
さ
ん
は

社
会
的
機
能
の
レ
ベ
ル
が
高
い
の
で
す
が
、
そ
れ
は
精
神
疾

患
が
も
た
ら
す
症
状
を
お
酒
や
薬
で
和
ら
げ
な
が
ら
表
向
き

社
会
に
合
わ
せ
て
い
る
か
ら
な
の
で
す
。
当
然
ず
っ
と
使
っ

て
い
れ
ば
命
を
縮
め
ま
す
し
、
暴
力
行
為
に
つ
な
が
っ
た
り
、

い
ろ
ん
な
人
を
裏
切
っ
た
り
し
て
結
果
、
孤
立
し
て
い
く
の

で
す
が
、
一
時
的
な
延
命
効
果
も
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
単
に

「
や
め
な
さ
い
」
と
口
酸
っ
ぱ
く
言
っ
て
も
、
解
決
策
に
な

ら
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
理
解
し
て
み
る
と
、
依
存
症
の
人
は
、
た
だ

酒
や
薬
を
や
め
た
か
ら
ハ
ッ
ピ
ー
、
と
は
言
え
な
い
と
い
う

こ
と
を
わ
か
っ
て
い
た
だ
け
る
か
と
思
い
ま
す
。
依
存
症
の

治
療
で
お
酒
や
薬
を
や
め
る
の
は
あ
く
ま
で
も
最
初
の
と
っ

か
か
り
で
、
問
題
は
や
め
た
後
、
や
め
続
け
る
た
め
の
ア
フ

タ
ー
ケ
ア
が
必
要
だ
し
、
あ
る
い
は
そ
こ
で
自
助
グ
ル
ー
プ

に
参
加
し
て
、
そ
の
活
動
の
な
か
で
人
の
話
を
聞
き
、
い
ろ

ん
な
こ
と
に
気
づ
き
お
酒
や
薬
を
必
要
と
し
な
い
生
き
方
を

手
に
入
れ
る
と
い
う
リ
ハ
ビ
リ
が
と
っ
て
も
長
い
の
で
す
。

正
直
、
た
だ
お
酒
や
薬
を
や
め
た
だ
け
で
は
前
よ
り
も
つ
ら

く
な
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
や
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
生
き
て

い
ら
れ
た
か
ら
で
す
。

■
生
き
延
び
る
た
め
の
習
慣
化
と
常
習
性

　

行
動
の
依
存
症
に
は
、パ
チ
ン
コ
、過
食
と
嘔
吐
、ゲ
ー
ム
、

買
い
物
や
窃
盗
な
ど
さ
ま
ざ
ま
あ
り
ま
す
が
、
ス
マ
ホ
ゲ
ー

ム
や
買
い
物
な
ど
は
わ
た
し
た
ち
の
身
近
に
あ
り
ま
す
。
で

も
、
全
員
が
依
存
症
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
ま

で
み
て
き
た
通
り
、
単
に
快
感
や
快
楽
だ
け
で
そ
う
な
る
と

考
え
る
の
は
科
学
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、
あ
る

人
は
お
酒
や
薬
を
や
め
て
５
年
経
っ
た
と
し
ま
す
。
家
族
と

の
関
係
も
良
好
に
な
っ
て
き
た
は
ず
な
の
に
、
突
然
ス
リ
ッ

プ
し
て
ま
た
そ
れ
ら
を
は
じ
め
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

昔
の
嫌
な
こ
と
を
思
い
出
す
と
き
に
、
治
療
を
投
げ
出
す
と

い
っ
た
、
ち
ょ
っ
と
し
た
苦
痛
や
不
幸
を
わ
ざ
と
自
分
に
か

ぶ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
っ
と
つ
ら
い
こ
と
か
ら
目
を
そ

ら
し
た
り
す
る
こ
と
に
成
功
す
る
こ
と
が
あ
る
。
あ
え
て
苦

し
み
を
欲
す
る
の
で
す
。
ま
た
小
さ
い
と
き
に
虐
待
や
、
思

春
期
に
性
暴
力
の
被
害
を
受
け
た
女
性
が
、
何
か
の
拍
子
で

急
に
お
酒
や
薬
物
を
再
び
使
用
し
始
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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た
ぶ
ん
、
お
酒
や
薬
を
や
っ
て
周
り
か
ら
ギ
ャ
ー
ギ
ャ
ー
怒

ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
つ
ら
い
過
去
の
記
憶
の
蓋
が
閉
じ
て

い
る
の
で
す
。
意
識
す
る
だ
け
で
も
つ
ら
い
こ
と
を
抑
え
る

た
め
に
、
騒
ぎ
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

苦
し
み
依
存
症
と
も
い
え
る
状
況
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
10
代

の
子
ど
も
た
ち
に
よ
く
み
ら
れ
る
リ
ス
ト
カ
ッ
ト
も
こ
う
し

た
苦
し
み
に
依
存
す
る
と
こ
ろ
が
み
ら
れ
ま
す
。
１
割
の
中

高
生
が
リ
ス
ト
カ
ッ
ト
を
経
験
し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
う

ち
６
割
が
10
回
以
上
経
験
し
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
の
頻
度

を
考
え
る
と
、
習
慣
性
や
常
習
性
が
あ
る
、
も
し
か
す
る
と

依
存
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
当
事
者
の
若
者
た
ち

に
、
自
傷
行
為
を
す
る
気
持
ち
を
聞
い
て
み
る
と
、「
ホ
ッ

と
す
る
」「
気
持
ち
が
楽
に
な
る
」
な
ど
と
答
え
ま
す
。
切
っ

た
と
き
だ
け
水
面
に
浮
か
び
上
が
っ
て
、
ス
ー
ッ
と
息
継
ぎ

を
し
て
い
る
安
堵
感
や
解
放
感
で
し
ょ
う
か
。
実
際
、
リ
ス

ト
カ
ッ
ト
を
す
る
人
の
脳
内
で
は
脳
内
麻
薬
と
な
る
物
質
が

分
泌
さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
は
苦
痛
に
よ
っ
て
生
じ
る
脳
内
麻

薬
に
依
存
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
リ
ス
ト
カ
ッ
ト

を
す
る
こ
と
で
一
緒
に
つ
ら
い
出
来
事
や
記
憶
も
切
り
離
し

て
、
な
か
っ
た
こ
と
に
す
る
の
で
す
。
ま
た
、
自
分
が
抱
え

て
い
る
ト
ラ
ブ
ル
や
悩
み
を
親
や
先
生
や
友
達
に
知
ら
れ
ず

に
済
み
ま
す
。
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
し
ん
ど
い
今
を

生
き
延
び
る
こ
と
に
成
功
す
る
の
で
す
。
た
だ
こ
れ
は
一
時

し
の
ぎ
で
あ
り
、
現
実
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
繰
り
返

し
て
い
く
う
ち
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
ま
す
。
根
本
的
な
解
決

が
図
ら
れ
な
い
ま
ま
、
リ
ス
ト
カ
ッ
ト
し
続
け
て
い
る
子
ど

も
は
、
毎
回
鎮
痛
薬
だ
け
で
紛
ら
わ
し
て
い
る
よ
う
な
も
の

で
す
。
最
初
は
週
１
回
だ
っ
た
の
が
、
週
の
後
半
に
も
う
息

切
れ
し
て
し
ま
い
、
後
半
に
も
う
１
回
切
り
出
す
。
そ
し
て

週
３
日
に
な
り
、
毎
日
に
な
り
、
日
に
複
数
回
切
る
よ
う
に

な
り
、
あ
る
い
は
よ
り
深
く
切
る
、
体
の
別
の
箇
所
を
傷
つ

け
る
、
異
な
る
道
具
の
異
な
る
痛
み
を
与
え
る
な
ど
し
な
い

と
効
果
が
得
ら
れ
な
く
な
っ
て
く
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、

だ
ん
だ
ん
と
ス
ト
レ
ス
に
脆
弱
に
な
り
、
前
は
耐
え
ら
れ
た

ス
ト
レ
ス
に
も
切
ら
な
い
と
耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
く
る
。

切
っ
て
も
つ
ら
い
が
、
切
ら
な
い
と
な
お
つ
ら
い
。
で
も
人

は
必
ず
裏
切
り
、
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
は
裏
切
ら
な
い
。
そ
の

よ
う
に
自
傷
に
依
存
し
て
き
た
結
果
、
そ
れ
に
ま
で
も
裏
切

ら
れ
る
事
態
が
起
き
ま
す
。
つ
ま
り
自
傷
行
為
の
心
の
痛
み

に
対
す
る
鎮
痛
効
果
も
な
く
な
り
、
別
の
方
法
で
自
殺
未
遂

に
ま
で
つ
な
が
る
の
で
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
や
薬
物
の
依
存
症

も
、
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
あ
る
こ
と
を
皆
さ

ん
に
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
の
で
す
。
本
当
は
傷
つ
い
て
い

て
、
涙
を
流
し
た
い
。
寂
し
い
、
ま
た
妬
ま
し
い
感
情
も
口

に
出
せ
な
い
。
そ
う
い
う
の
を
ぐ
っ
と
飲
み
こ
む
の
に
お
酒

や
薬
が
す
ご
く
役
に
立
っ
て
い
る
の
で
す
。

■
人
に
依
存
で
き
な
い
「
困
っ
て
い
る
人
」
と
向
き
合
う

　

覚
せ
い
剤
取
締
法
違
反
に
よ
り
全
国
の
刑
務
所
に
服
役
し

て
い
る
方
々
へ
の
調
査
で
は
、
男
女
と
も
に
子
供
時
代
に
虐

待
、
親
の
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
、
ネ
グ
レ
ク
ト
な
ど
で
苦
労
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
親
の
虐
待
が
依

存
症
の
原
因
の
す
べ
て
に
通
用
す
る
と
考
え
る
の
は
誤
解
で

す
。
た
と
え
ば
パ
ワ
ハ
ラ
や
い
じ
め
な
ど
の
ほ
か
の
心
理
的

な
苦
痛
が
要
因
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
個
人
の
責
任
で

悪
者
と
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
、
い
や
い
や
、
彼
ら
も
社
会
の

被
害
者
か
も
し
れ
な
い
な
っ
て
思
い
ま
す
。
女
性
の
場
合
は

こ
れ
に
加
え
て
成
人
し
て
か
ら
の
性
暴
力
被
害
を
受
け
て
い

る
方
た
ち
が
約
半
数
、
恋
人
や
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
受
け

た
こ
と
が
あ
る
方
が
75
％
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
し
ん
ど
い
人
の
ほ
う
が
ハ
マ
り
や
す
い
し
、

ハ
マ
っ
た
あ
と
は
依
存
症
と
し
て
重
症
に
な
り
や
す
い
。
依

存
症
の
「
困
っ
た
」
人
は
、
問
題
を
抱
え
て
何
か
に
「
困
っ

て
い
る
」
人
と
考
え
る
の
が
大
事
な
観
点
と
な
り
ま
す
。
彼

ら
は
自
分
か
ら
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
し
ま
せ
ん
。
わ
た
し
た
ち
は

ち
ょ
っ
と
ず
つ
い
ろ
ん
な
も
の
に
依
存
し
、
ま
た
他
人
に
も

依
存
す
る
な
ど
、
依
存
先
を
分
散
さ
せ
て
い
ま
す
が
、
彼
ら

は
化
学
物
質
だ
け
で
な
ん
と
か
し
よ
う
と
し
て
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
を
失
っ
ち
ゃ
う
の
で
す
。
彼
ら
の
依
存
症
は
人
に
依
存
で

き
な
い
病
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
も
し
「
わ
た
し
に
依
存
し

な
さ
い
」「
わ
た
し
と
共
依
存
に
な
り
ま
し
ょ
う
」
と
い
う

支
援
者
が
出
て
き
た
と
す
る
と
ど
う
な
る
か
。彼
ら
は
、真
っ

先
に
疑
い
ま
す
。
こ
の
支
援
者
も
最
初
だ
け
で
、
い
ざ
と

な
っ
た
ら
消
え
る
の
で
は
な
い
か
、
本
当
に
頼
っ
て
平
気
な

の
か
、
と
。
そ
し
て
わ
ざ
と
試
す
よ
う
に
し
が
み
つ
い
た
り
、

振
り
回
し
た
り
嫌
が
ら
せ
み
た
い
な
こ
と
を
し
ま
す
。
案
の

定
、
支
援
者
は
去
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
で
、「
ほ
ら
、
や
っ

ぱ
り
去
っ
て
い
く
じ
ゃ
ん
」
と
い
う
認
識
を
強
め
る
の
で
す
。

こ
れ
で
は
、
な
か
な
か
支
援
に
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
支
援
に

つ
な
い
で
、
継
続
し
た
信
頼
関
係
を
築
く
た
め
に
は
、
１
ヵ

所
だ
け
で
な
く
、
複
数
の
支
援
機
関
や
支
援
者
に
少
し
ず
つ

依
存
さ
せ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

■
こ
れ
か
ら
の
支
援
の
あ
り
方

　

神
奈
川
県
立
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
で
の
調
査
で
は
、
薬
物

依
存
症
外
来
の
覚
せ
い
剤
依
存
症
の
患
者
さ
ん
の
う
ち
３
ヵ

月
後
も
治
療
を
継
続
で
き
た
方
は
３
割
で
、
７
割
も
脱
落
し
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た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
１
回
で
も
使
っ
て
し
ま
っ
た
人

は
恥
ず
か
し
く
て
、
あ
る
い
は
医
者
か
ら
説
教
さ
れ
る
の
が

嫌
で
、
ま
た
は
正
直
に
言
う
と
警
察
に
通
報
さ
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
恐
れ
て
治
療
か
ら
去
っ
て
い
た
の
で
す
。
こ
の
７

割
の
方
々
を
支
援
す
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

サ
ー
ビ
ス
が
必
要
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
安
心
し
て
「
シ
ャ

ブ
」
を
使
い
な
が
ら
通
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
薬
を
や
り

た
い
と
か
や
っ
ち
ゃ
っ
た
と
か
や
め
ら
れ
な
い
、
そ
う
言
っ

て
も
誰
か
ら
も
悲
し
げ
な
顔
を
さ
れ
な
い
し
、
不
機
嫌
に
な

ら
な
い
し
、
自
分
に
不
利
益
も
起
き
な
い
安
心
安
全
な
場
所

が
必
要
で
す
。
わ
た
し
は
「
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ｐ
」
と
い
う
依
存

症
集
団
療
法
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
安
心
し
て
失
敗
談
を
語
れ

る
こ
と
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
秘
密
を
語
っ
て
、
そ
の
人

に
不
利
益
が
生
じ
な
い
と
い
う
保
証
が
な
い
と
依
存
症
は
よ

く
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
失
敗
し
た
と
き
に
は
、
一
緒
に
振

り
返
り
を
し
て
分
析
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
依
存
症
の
当
事
者
が
注
意
す
べ
き
４
つ
の
状

況
―
「
空
腹
」、「
腹
立
ち
」、「
さ
び
し
い
状
況
」、「
疲
労
」、

そ
れ
ぞ
れ
の
英
語
の
頭
文
字
を
と
っ
て
「
Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｔ
」
と
い

う
の
で
す
が
―
で
彼
ら
自
身
が
一
度
立
ち
止
ま
り
、
対
処
す

る
こ
と
も
大
事
で
す
。
ま
た
、
わ
た
し
は
患
者
さ
ん
と
あ
ま

り
議
論
を
し
ま
せ
ん
。
薬
な
ど
を
や
り
た
い
気
持
ち
と
や
め

た
い
気
持
ち
で
迷
い
な
が
ら
も
診
察
室
に
た
ど
り
着
い
た
こ

と
を
労
い
、
こ
の
２
つ
の
矛
盾
す
る
気
持
ち
に
共
感
し
ま
す
。

診
察
室
に
来
て
い
る
事
実
か
ら
「
や
め
た
い
ん
だ
よ
ね
」
と

い
う
よ
う
な
オ
チ
を
つ
け
た
対
話
は
し
ま
せ
ん
。
依
存
症
の

方
は
言
わ
れ
た
逆
を
行
き
た
く
な
り
ま
す
の
で
。

　

治
療
で
は
、
薬
な
ど
の
使
用
の
デ
メ
リ
ッ
ト
と
メ
リ
ッ
ト

も
話
し
合
い
ま
す
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
家
族
と
の
関
係
の
悪

化
や
逮
捕
な
ど
あ
り
ま
す
が
、
使
う
こ
と
で
そ
の
人
の
つ
ら

い
気
持
ち
が
和
ら
い
だ
り
、
自
信
が
持
て
た
り
す
る
メ
リ
ッ

ト
も
話
し
ま
す
。
こ
の
両
価
性
に
共
感
し
な
が
ら
次
に
会
う

約
束
を
し
て
、
関
係
を
つ
な
い
で
い
く
こ
と
が
大
切
な
の
で

す
。
な
か
に
は
ど
う
し
て
も
や
め
ら
れ
な
い
人
も
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
わ
た
し
は
、
来
て
く
れ
た
こ
と
を
評
価
し
ま
す
。

や
め
ら
れ
な
い
場
合
も
想
定
し
ま
す
が
、
や
め
ら
れ
な
い
こ

と
を
言
い
に
来
る
こ
と
も
今
は
大
事
な
段
階
だ
ろ
う
と
思
う

の
で
、
受
け
入
れ
ま
す
。
注
意
が
必
要
な
の
は
、
患
者
さ
ん

に
努
力
や
変
化
を
求
め
す
ぎ
る
と
、
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
が

だ
め
で
あ
る
か
の
よ
う
思
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
今
の

状
態
を
否
定
せ
ず
、
慌
て
て
や
め
る
と
い
う
こ
と
を
す
る
よ

り
お
酒
で
あ
れ
ば
今
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
飲
ん
で
も
ら
い
な

が
ら
、
量
を
き
ち
ん
と
記
録
に
つ
け
て
一
緒
に
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
を
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
ど
の
よ
う

な
と
き
に
摂
取
し
す
ぎ
て
し
ま
う
の
か
、
ト
リ
ガ
ー
に
気
付

け
た
ら
評
価
を
し
て
、
と
き
に
は
そ
の
害
を
減
ら
し
て
い
く

方
向
へ
と
戦
略
を
変
え
る
柔
軟
さ
が
必
要
で
す
。
依
存
の
元

を
断
て
る
に
越
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
厳
格
に
す
る

こ
と
で
支
援
関
係
が
切
れ
る
こ
と
が
最
悪
で
す
。
だ
か
ら
、

本
人
と
や
め
る
と
い
う
治
療
目
標
が
合
意
で
き
な
か
っ
た
ら
、

量
を
減
ら
す
こ
と
、
そ
れ
に
も
合
意
で
き
な
い
場
合
は
、
摂

取
し
た
際
の
害
を
最
小
限
に
す
る
と
い
う
や
り
方
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
を
ハ
ー
ム
リ
ダ
ク
シ
ョ
ン
と
い
い
ま
す
。

■
ハ
ー
ム
リ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
効
果
と
日
本
の
問
題
点

　

ハ
ー
ム
リ
ダ
ク
シ
ョ
ン
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
者
の
内
臓

障
害
へ
の
対
処
の
た
め
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
断
酒
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
参
加
し
て
も
断
酒
で
き
な
か
っ
た
ホ
ー
ム
レ
ス
向
け
の
地

域
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
無
料
の
お
酒
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
ま
す
。
お
酒
を
提
供
す
る
条
件
と
し
て
、
栄
養
価
の
豊
か

な
食
事
を
摂
っ
て
も
ら
い
、
ま
た
提
供
す
る
１
杯
も
少
量
に

す
る
こ
と
で
、
毎
日
来
て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま
す
。
結
果
栄

養
が
摂
れ
、
内
臓
障
害
の
程
度
を
抑
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

と
い
う
や
り
方
で
す
。
ま
た
お
酒
を
や
め
な
い
上
に
量
も
減

ら
す
気
が
な
い
場
合
、
家
族
が
車
の
鍵
を
預
か
り
交
通
事
故

を
防
ぐ
な
ど
、
本
人
の
健
康
被
害
と
周
囲
の
迷
惑
を
減
ら
す

た
め
の
合
意
を
取
っ
て
い
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
考
え
方
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
感
染
が

深
刻
化
し
た
と
き
に
行
っ
た
、
注
射
器
の
無
料
交
換
や
ヘ
ロ

イ
ン
の
依
存
症
の
方
が
安
心
し
て
注
射
を
打
て
る
注
射
室

の
設
置
、
看
護
師
の
常
駐
と
正
し
い
ヘ
ロ
イ
ン
注
射
の
指

導
、
あ
る
い
は
過
度
の
摂
取
に
対
し
て
の
ヘ
ロ
イ
ン
解
毒
剤

の
供
与
で
す
。
使
用
は
合
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
発
覚
し

て
も
注
意
の
み
で
罰
せ
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
施
策
と
関
係
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
非
犯
罪
化
と
い
い
、
こ
の
施
策
に
よ
っ

て
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
感
染
が
激
減
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
安
心
し

て
薬
を
使
え
る
環
境
と
看
護
師
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の

サ
ポ
ー
ト
で
、
断
薬
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
人
ま
で
現
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
依
存
症
で
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
乳
幼
児
死

亡
率
も
下
が
っ
た
の
で
す
。
ひ
と
り
親
の
女
性
は
、
警
察
に

通
報
さ
れ
る
こ
と
で
子
ど
も
と
引
き
離
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ

て
、子
育
て
相
談
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
れ
が
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
に
相
談
し
て
い
る
う
ち
に
、
子
ど
も

が
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
死
亡
率
が

下
が
っ
た
の
で
す
。

　

国
連
や
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
、
日
本
の
罰
を
与
え
る
や
り
方
を
批
判
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し
て
い
ま
す
。
日
本
は
先
進
国
の
な
か
で
、
順
法
精
神
を
重

視
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
結
果
ど
う
で
し
ょ
う
。
数
年
前
の

脱
法
ハ
ー
ブ
の
流
行
に
は
、
日
本
人
の
順
法
精
神
重
視
の
裏

返
し
が
あ
り
、
そ
の
後
の
厳
罰
化
に
よ
っ
て
、
か
え
っ
て
覚

せ
い
剤
使
用
や
合
法
で
あ
る
市
販
薬
な
ど
の
乱
用
へ
と
向
か

い
ま
し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
望
ま
し
く
な
い
行
動
に
罰
ば
か
り

与
え
ま
す
。
で
も
彼
ら
に
と
っ
て
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
や
薬
物
、

ギ
ャ
ン
ブ
ル
な
ど
に
代
わ
る
新
た
な
報
酬
が
、
罰
よ
り
も
必

要
な
の
で
す
。
や
は
り
、
薬
物
使
用
を
バ
ッ
シ
ン
グ
す
る
の

で
は
な
く
、
彼
ら
が
失
敗
し
た
こ
と
を
話
し
て
も
恥
ず
か
し

い
と
思
わ
な
い
よ
う
な
環
境
が
必
要
で
す
。
温
か
い
視
線
と

か
皆
の
声
掛
け
と
か
は
十
分
報
酬
に
な
り
ま
す
ね
。

　

支
援
者
や
病
院
が
、
１
ヵ
所
だ
け
で
抱
え
込
ま
ず
、
よ
り

広
く
長
く
つ
な
が
り
、
支
援
す
る
こ
と
。
断
薬
率
ば
か
り
に

注
目
し
な
い
で
、
よ
り
重
視
す
べ
き
は
治
療
か
ら
ド
ロ
ッ
プ

ア
ウ
ト
せ
ず
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
け
る
あ
い
だ
に
自
助
グ

ル
ー
プ
な
ど
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
た
く
さ
ん
の
人
と
つ
な

が
っ
て
い
る
人
ほ
ど
５
年
後
、
10
年
後
が
良
い
の
で
す
。

■
ど
の
よ
う
な
支
援
者
が
良
い
の
か

　

も
し
当
事
者
が
、
薬
を
や
め
た
く
な
い
け
れ
ど
逮
捕
は
さ

れ
た
く
な
い
、
お
酒
を
や
め
た
く
な
い
け
れ
ど
健
康
を
害
し

た
く
な
い
と
い
う
風
に
言
っ
た
と
し
ま
す
。
以
前
の
考
え
だ

と
本
人
の
理
解
不
足
で
あ
り
、
底
つ
き
体
験
で
痛
い
思
い
を

し
て
も
ら
お
う
と
支
援
者
は
し
ま
す
。
あ
る
い
は
、「
タ
フ

ラ
ブ
」と
し
て
厳
し
い
態
度
に
出
た
り
し
ま
す
。し
か
し
ハ
ー

ム
リ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
考
え
方
で
は
、
こ
の
当
事
者
本
人
の
思

い
は
自
分
を
大
事
に
し
た
い
気
持
ち
の
表
れ
と
し
て
重
視
し

ま
す
。
支
援
者
は
彼
ら
が
苦
し
み
を
抱
え
な
が
ら
も
少
な
く

と
も
今
日
の
瞬
間
ま
で
生
き
て
い
た
と
い
う
証
人
に
な
り
、

コ
ン
タ
ク
ト
を
繰
り
返
し
て
い
く
。
い
き
な
り
ゴ
ー
ル
を
目

指
す
の
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
に
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
「
パ
ス
」
回
し
の
う
ま
い
人
が
支
援
者
と
し
て
望
ま
れ
る

と
思
い
ま
す
。
そ
の
過
程
で
、
支
援
者
の
話
に
乗
っ
て
み
よ

う
か
な
っ
て
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
り
、
断
酒
を
試
み
て
く

れ
た
り
、
栄
養
を
摂
る
よ
う
努
力
し
て
く
れ
る
の
で
す
。
ま

た
そ
れ
に
加
え
て
、
楽
観
的
で
肯
定
的
な
支
援
者
で
あ
る
こ

と
も
治
療
に
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
す
。
多
様
な
依
存
症
の

治
療
法
よ
り
も
、
誰
が
支
援
す
る
か
で
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
治
療

成
績
が
違
う
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
た
し
か
に
支
援
者

の
側
も
苦
労
が
多
く
、
な
か
な
か
楽
観
的
に
な
れ
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
で
あ
れ
ば
、
自
助
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
オ
ー
プ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
な
る
べ
く
足
を
運
ん
で

回
復
し
て
い
る
方
が
ど
ん
な
顔
つ
き
で
話
を
し
て
い
る
の
か
、

直
接
見
る
っ
て
い
う
こ
と
が
た
ぶ
ん
支
援
す
る
側
に
と
っ
て

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

■
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン

　

ネ
ズ
ミ
の
実
験
の
話
に
は
続
き
が
あ
り
ま
す
。
檻
に
閉
じ

込
め
た
ネ
ズ
ミ
の
う
ち
１
匹
だ
け
を
楽
園
に
移
し
２
週
間
観

察
し
ま
す
。
最
初
こ
の
ネ
ズ
ミ
は
、
１
匹
で
モ
ル
ヒ
ネ
水
を

飲
ん
で
い
ま
し
た
が
、
次
第
に
ほ
か
の
ネ
ズ
ミ
に
交
わ
り
、

そ
し
て
モ
ル
ヒ
ネ
水
を
飲
ま
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

依
存
症
か
ら
の
回
復
に
対
し
て
示
唆
的
で
す
。
当
事
者
た
ち

が
排
除
さ
れ
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
受
け
入
ら
れ
る
こ
と
が

回
復
の
鍵
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
残
念

な
こ
と
に
、
日
本
の
予
防
啓
発
に
は
弊
害
が
あ
り
、「
覚
せ

い
剤
や
め
ま
す
か
？
そ
れ
と
も
人
間
や
め
ま
す
か
？
」
と
い

う
よ
う
な
強
烈
な
言
葉
に
よ
っ
て
、「
人
間
を
や
め
」
た
人

が
近
所
に
集
団
で
住
ん
で
い
る
こ
と
へ
の
恐
怖
が
生
ま
れ
て

い
る
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
ハ
ン
セ
ン
病
に
対

す
る
人
権
侵
害
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
第
一
波
で
の
差

別
に
も
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
予
防
啓
発
の
あ
り
方
も
考

え
る
べ
き
で
す
。
厳
罰
政
策
や
社
会
か
ら
の
排
除
に
よ
っ
て

１
回
で
も
や
っ
て
し
ま
っ
た
人
は
社
会
に
い
ら
れ
な
く
な
る
。

そ
し
て
、
依
存
症
は
ま
す
ま
す
ひ
ど
く
な
っ
て
、
社
会
全
体

の
問
題
も
深
刻
に
な
り
ま
す
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
は
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン

を
失
っ
た
状
態
と
考
え
て
い
ま
す
。
つ
な
が
り
を
失
っ
た
、

孤
立
し
て
い
る
人
ほ
ど
依
存
症
に
な
り
や
す
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
依
存
症
は
ど
こ
の
国
で
も
あ
る
こ
と
で
、
深
刻
化
す

る
の
は
貧
困
、
理
不
尽
な
暴
力
、
そ
し
て
差
別
と
い
っ
た
病

気
以
外
の
原
因
が
あ
る
の
で
す
。
そ
う
す
る
と
依
存
症
は
世

界
全
体
の
問
題
で
あ
り
、
社
会
全
体
の
縮
図
が
、
あ
る
人
に

の
し
か
か
り
、
事
例
化
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
が
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
、

説
教
や
嫌
味
で
は
な
く
て
、
か
か
わ
る
こ
と
、
コ
ネ
ク
シ
ョ

ン
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
「
あ
あ
よ
く
来
た
ね
」
と
、
そ

こ
か
ら
始
め
ら
れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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リレートーク
社会支援ネット・早稲田すぱいく　小林　良子

　新しく、リレートークを始めることになりました。幹事の小林です。言い出しっぺの私が、トッ
プになりました。所属組織の「社会支援ネット・早稲田すぱいく」に関しましては、本誌26号で
新入会団体で紹介されました。が、私自身の民間相談機関連絡協議会（以下、民相連）とのお付
き合いは長く、1997（平成９）年の民相連活動が始まった直後からです。当時は、国際障害者年
も終わり、1993（平成５）年に障害者基本法ができ、1995（平成７）年に精神保健福祉法の改正
と続き、てんかんや難病、自閉症等々の旧来の障害者福祉では隅っこにいた問題の当事者が立ち
上がり、各障害の団体、それも当事者団体がたくさんできて活発な活動が広がり始めました。そ
の後も社会福祉基礎構造改革などがあり、さらに当事者運動の動きが進み、現在の依存症やその
他の団体の動きにつながっています。「当事者運動」として、関係だけでなく、本当にたくさん
の団体ができ、より専門的な相談を受けています。

　さて、民相連に関わり始めた頃、私は日本てんかん協会のスタッフとしての参加でした。日本
てんかん協会はてんかんのあるご本人とご家族を中心に、医師や福祉、教育などの専門職も一緒
に作っている会です。私は知的障害児教育の専門大学卒業後に、日本てんかん協会のスタッフに
なりました。てんかんは脳の病気であり、赤ちゃんから高齢者まで、障害も重度から全く無い人
まで様々です。ここで脳の基本とソーシャルワークの基本を学ばせていただきました。
　その後、1998年に夫の転勤でインドネシアに渡り、突然、国際協力の活動を始め、ジャカルタ・
ジャパン・ネットワークを現地の福祉に興味のある方々、それも、皆、夫の転勤で滞在している
日本人夫人で結成しました。他にも海外に滞在する日本人の問題でもグループを作りました。たっ
た三年の赴任でしたが、この関係でできた人間関係（日本人もインドネシア人も）は今でも続い
ています。
　現場はどこの国でも楽しく、インドネシアはとても楽しかったです。山間の婦人会が行なう幼
児健診にもたびたび参加しました。「いつでも、どこでも、なんでも、なん度でも」を合い言葉に、
本当に何でも食べました。お米の国なので日本人的にはよく合いますし、健診の会場でお母ちゃ
んたちや子どもたちと一緒にお三時をして、エナ～ック（インドネシア語でおいしいの意）と笑
い合いました。

　そんなこんなで年月が経ち、現在は罪を犯した障害者、高齢者の問題に関与しています。罪を
犯した人の問題にはホームレスの問題もあればアルコールの問題、知的障害や精神障害、高齢者、
女性、虐待事件では子どもの問題等々です。在日外国人もいます。バラバラな感じですが、ソー
シャルワーク的にはつながっています。罪を犯した人々の問題というのは、日常生活の困難な状
況が続き、その結果、犯罪という形で現れてきているのだと考えています。犯罪と表現すると２
時間ドラマのようですが、乗り捨て自転車を勝手に乗っていた、お酒を万引きしたついでにおつ
まみも、といった事件が多く、社会的支援が必要な人々がたくさんいます。生活状態や生育歴等
を確認して、アセスメントし、必要な支援に繋ぎます。使えるものは使うという意気込みで、い
ろいろな方に出会ってきた人間関係を利用しています。普通の地域支援、ソーシャルワークです。
　このかかわりで感じるのは、未病というか、まだ不安だなぁと思っているだけ、すこしだけ困っ
ているようなときに、どのようにかかわり、支援をしていくかです。家族機能が弱く、自分から
つながる力が弱い人々へどうつながっていくか。それは、みんながおせっかいになる、でしょう
か。考えていきたいと思います。
　次は中尾好子さん（公益財団法人　東京カリタスの家）です。お楽しみに！

新企
画！
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そうだん－ － に関するご意見・ご感想などを是非下記宛てにお寄せください。

■■民間相談機関連絡協議会■■　　https://minsouren.org

〒162-0823
東京都新宿区神楽河岸1－1　セントラルプラザ10階
東京ボランティア・市民活動センター　メールボックス　60番
E-mail：info@minsouren.org
FAX：03－3235－0050

◆ 民間相談機関連絡協議会（みんそうれん）とは ◆
　民間相談機関連絡協議会は1997年（平成９年）に設立されました。
　地域において相談活動を行う民間の機関・団体は多数存在し、その行う領域は多岐にわたっています。
　しかし、近年の社会経済情勢の変動にともない寄せられる相談内容も多様化・高度化しています。各々の相談機関
だけでは解決しきれないケースも増えてきており、他の機関・団体との連携した取り組みが必要となっています。
　そこで、都内に所在し、相談活動を行っている民間相談機関・団体を中心に相互の連携を深め、ネットワーク化を
図ることを目的に活動しています。

◆ ◆ ◆　会　員　募　集　◆ ◆ ◆

　随時、団体及び個人会員の入会を受け付けております。
　入会金　1000円　年会費（４月～翌年３月）団体会員　5000円　個人会員　2000円
　詳しくはホームページをご覧ください。
　ホームページから入会申し込みをすることができます。
　お問い合わせはメールでお願いします。

■ ホームページ
　2020年11月にリニューアルし、スマートフォンでも見やすくなっています。
　QRコードからウェブサイトにアクセスできるようになりました。
　講演会の申し込みもホームページから直接申し込みもできるようになっています。

　会員団体からのイベントや講演会のお知らせを掲載するコーナーも設けています。
　ぜひご活用ください。

　ホームページでは会員団体のホームページをご覧いただけるようリンクしています。
　民相連のホームページについてもリンクしていただけると幸甚です。

ホームページ　https://minsouren.org
メール　　　　info@minsouren.org
QRコード


